








を見出すことができる。しかし，イギリスでは， ＂生涯教育 (life-long education) "とい























的としている。そのための接近方法として， ＂成人教育・持続的教育諮問会議 (theAdvisory 















同様の表現はラッセル委員会 (TheRusse 1 Committee) 5) に対する諮問事項にも見られ
るが， ラッセル委員会では，成人教育 (adult education) という用語が使われているのに対




後職業準備 (ContinuingEducation: Post-Experience Vocational Provision for those 
in Employment)」において，イニシ ャル・エプュケーション (initial education)と現職













(education and training)，職業教育と一般教育 (vocational and general education) 




























































構外教育部 (UniversityExtra Mural Department ; EM  Dと略称） と労働者教育協会
(Workers'Educational Association; WE  Aと略称）， および地方教育当局 (Local





ど多様であり，コースの種類も 1• 2回の講習会 (meetings)の短期のものから，宿泊制コ











日学校 (one day school)や週末学校 (week-end schoo 1)，学期コース，セッショナル・





















によると， 3人に 1人 (32%)は最低離学年齢（義務教育修了時）以後何の教育・訓練も受け
ず，資格試験も受けていない。 （図 1を参照のこと。）一方では，離学後に全日制の教育を継
続した者は10人に 1人 (11%)にすぎない。 16~19歳集団では約 3割が何らかの全日制教育を
継続しているが，成人全体では約 1割である。
収入を充分維持しつつ成人が教育機会を得るためには有給休暇 (paid release) を利用し
なければならない。これらの教育・訓練はそれを受ける場により職場内 (on-the-job)訓練
と職場外 (off-the -job)訓練とに分けられるが，統計的には必ずしも明らかになっていない。
最も正確な推計としては， 1980年に行われた theNational Training Surveyがある。ここ
では 5万4千人を対象としており，その中で過去の労働生活において何らかの形態の訓練を受
けたか否かを問うている。回答者の60％がこれを受けたとしており， うち半数近くが職場内で
訓練を受けていた。これは男性労働者の 4分の 3' 女性労働者の半数を意味しており，労働人



















































































































































































































































































諮問会議の報告は，めざすべき将来像を＂持続的教育の総合、ンステム (a comprehensive 












































































礎的教育， •基礎レペルと GCE•O レベルないしそれと同等の公的教育制度内で求められる
学力 (competencies)との間の橋渡しをする Post-basicな教育， •学習を再開するための
自信回復を目的とした Return to study教育， •高度で学問的な専門的教育を受けるに必要



















互換のための全国的情報サービスの提供， •遠隔学習・独立学習を含む open access system 
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の開発， •教育的目的のための一般放送の利用， •ビデオ工学による教育機会の拡大のために，









1) The Education Act, 1944. s.1. (b) 
2) 研究社英和大辞典では＇＇補習教育”と訳されているが，補習教育は日本では学習の遅れている者
に対する教育という語感を免れないため，あえて原語を忠実に示す訳語をあてることとした。
3) Continuing Education: from policies to practice, ACACE, 1982. 
4) ibid. p.i. 
5) 1973年3月のL.ラッセル卿を委員長とする成人教育調査委員会の報告書。 "Adult Educa-






The Trends and Subjects of Bost -School 
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through the analysis of the arguments 
on Continuing Education -（ Jfo. 1) 
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In this study, I intend to clalify the problems to be resolved about the 
post -school education in England and Wales through anarysing tendencies and 
arguments concerning to " continuing educatjon". So as to approach the 
subject, I used the 1982 ACACE Report (Continuing Education : from policies 
to practice, the Advisory Council for Adult and Continuing Education, 1982) 
as one of the main resources to be analysed. This study consists of two 
parts, the former part is for surveying the present conditions and problems 
belonging to the area of post -school education, and the latter is for 
analysing tendencies and arguments for those problems. I described the 
former part in this paper. 
Order of contents is as follows 
1. Preface 
2. Educational Opportunities for the adults 
a) Terms of references and the meaning of continuing education 
b) The bodies which provides the educational opportunities for adults 
c) The present condition and subject of the educational opportunities for 
adults - an interpretation by ACACE Report -
3. The basic view-point and proposals of 1982 ACACE Report. 
